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市民と県をつなぐ架け橋古屋雅夫
ふる や まさ お

県政だより

山梨県議会議員

平成29年12月定例県議会報告
　さる平成29年12月４日から12月18日まで12月定例県議会が開
かれた。
その概要について報告します。後藤知事は開会日の所信表明の冒頭
で、総選挙後の第四次安倍内閣に対し活発な論議を通じ我が国が直
面している課題に全力を上げ取り組むことを期待することを表明し
た。提案、報告事項として ①条例関係では国の「国民健康保険法」
の改正がされ制度の安定を図るため平成30年度から県が責任主体の
役割を担うための条例案が可決した、 ②農林水産業関係では、ⅰ）キ
ングサーモンとニジマスの交配に日本で初めて成功し、水産庁から
養殖魚として承認を受けた・命名；「富士の介」を本県のブランド魚
として東京オリンピック・パラリンピック大会（以下東京五輪、パ
ラ大会）までに、市場流通を目指し生産体制の確立を図っていく、
ⅱ）やまなしＧＡＰについては東京五輪、パラ大会の食材調達基準
においてもＧＡＰの認証がその要件であることから、生産者が取り
組みやすい独自の制度「やまなしＧＡＰ認証制度」の認証に向けた取
り組みの推進を図っていく、ⅲ）捕獲した二ホンジカのジビエとして
の活用のため「やまなしジビエの認証制度」を創設し制度で認証され
たジビエが12月中も市場に流通する予定である、 ③補正予算では東

京五輪、パラ大会事
前合宿誘致に向けた
改修事業として富士
北麓公園陸上競技場
内の屋内練習走路
（130ｍ）等の建設や
球技場の芝が張替な
どに要す費用等14
億300万円、及び河
川内の支障木伐採や
堆積土砂のしゅんせ
つ、道路舗装修繕、
及び県職員等の給与

等の改正など一般会計補正予算は約20億7934万円余など22案件を
可決・同意した。議会人事では前・望月勝議長、約６ケ月の在任を
もって辞職願提出。白壁賢一議員（南都留選出）が第126代議長に選
出された。
　また「古屋まさお」県議は初議会となった本会議において早速、一
般質問を行なった。
※ＧＡＰ：農業生産の工程管理の各段階で点検項目を設定し記録、
点検、評価を行い、改善をしていく取り組み。

※記載内容は古屋まさお県議のメモであることから、適切な表現で
ない部分等についてはご容赦願います。

12月定例県議会で
一般質問に立つ

● 国保制度の改正により県が財政運営の主体として
の役割を担う

● ドクターヘリ山間地対策、ゴルフ場を離着陸場と
して協定を結ぶ

会派：リベラルやまなし　所属委員会：教育厚生委員会

国民健康保険の改革及び審議内容
《目的》：持続可能な医療保険制度の構築・運営のあり方の見直し
◆平成30年度から県も市町村とともに保険者となり、財政運営の責
任主体としての役割を担うこととになる。

◆新制度においては、県が県全体の医療費を見込み、これを基に各
市町村に所得水準や被保険者数に応じて市町村ごとの納付金を算
定し、市町村は県に「納付金」を納める仕組みとなります。

　なお、「教育厚生委員会」の審査において、納付金の増額となる市
町村については、国及び県の公費で調整を行う。期間は平成30年の
４月から６年間を予定している。その後については国の動向や市町
村の意見を聞きながら検討することを明らかにし、「付帯決議」とし
て、 ①国に対する財政支援等を積極的に働きかけていくこと、 ②市
町村との協議、連携を十分行い円滑に移行できるよう取り組むこと
を確認した。
【参考】　H27年度 県全体「国民健康保険」の財政状況（概要）
　　　　●医療費＝約800億円　●自己負担＝約130億円
　　　　●保険給付費（国･県･市町村等）＝約670億円
　　　　　内 訳　・保険料＝約240億円
　　　　　　　 　・公費等（国･県･市町村） ＝約430億円

富士北麓公園内の屋内練習走路（130ｍ）
「古屋まさお県議」は本会議（H29.12.12）において次の事項を質した
１. 人口増を目指した子育て世代の移住促進について※
２. 「やまなしＧＡＰ」の推進について※
３. 県産ワインのブランド化の推進について※
４. 山梨ＩOＴ推進ラボについて
５. 本県への観光客の誘致について
６. ＪＲ中央線東山梨駅付近の跨線橋整備について※
７. ドクターヘリのランデブーポイントについて
８. 小学校における外国語教育の導入への取り組みについて※
９. ＩＣＴを活用した教育の充実について※

特に※印の質問事項は12月期間、地元の新聞に取り上げら
れ話題となった。

古屋まさお県議の一般質問事項古屋まさお県議の一般質問事項



（2）2018年 新春発行  No,1県政だより古屋雅夫
ふる や まさ お

山梨県議会議員

①ドクターヘリの離着陸場（県内414ケ所が指定されている）その多
くは土のグラウンド等で散水対策が必要であることを指摘。当局は
中山間地対策の一つとしてゴルフ場を離着陸場として協定化を目指
すことを明らかにした、 ②「東山梨駅付近の跨線橋整備」の課題につ
いて、知事答弁において東山梨駅周辺整備（市の事業）と合わせ、
県施工での推進を目指すことを初めて明らかにさせた、 ③小学校に
外国語科が導入（2020年度）に合わせた英語教育の結実に向けた教
育環境の整備・充実を求めた、 ④情報通信技術を活かした、あらゆ
るモノがセンサーや無線通信等を介してインターネットに繋がるＩ
OＴの活用。山梨市ではＪＡ山梨とＮＴＴ東日本などとともに立ち

上げたＰＪにより農業分野にＩＯＴ
を活用している。県においても「山
梨ＩＯＴ推進ラボ」（H29・8月国か
ら選定）の体制等、今後の推進に向
け各分野の垣根を越えて取り組むこ
との重要性を提起した、 ⑤インスタ
グラム写真映えする山梨市三富「一
之釜滝」を例に、県内の観光誘致の
取り組みの推進を政策提起をした。

※ＩOＴとは Internet of Thingsの
略で様々なモノやコトがインター
ネットで繋がること

写真映えする三富の一之釜滝

　2017年12月14日山梨日日新聞は「議長」辞職問題を大きく取
り上げた「たらい回し」。今期議長は4人目であり、前議長は在任
期間が約6ケ月で辞表提出。驚きと批判する声が議会内でも聞こえ
た。確かに議員の「出処進退」は自分で決め、自分が責任をもつこ
とは当然である。前望月議長も苦渋の決断であったであろう。し
かし県民目線から見ると「たらい回し」と書かれても仕方が無い。
「県議会は何をしている」との声も市民から頂きました！
　議長の役割の一つは二元代表制に基づく、議会の機能の強化に
向けた先導的役割を果たす（議会基本条例4条・議長の責務）と記
載されており、短期間での交代は疑問を持つ。「議会がもっと県民
に見えるよう」、県民に近くなるための対策など課題は多く、そ
の先導的役割を担うのは議長である。
　また、私たち議員もそうした課題に正面から向き合い、取り組
んでいかなければならないと強く感じた12月議会であった。
　新議長（自民党誠
心会）は、「所信表明
会」で多くの公約を
述べた。
　今期も残すとこあ
と約１年４ケ月、途
中で交代することな
く、公約を一つ一つ
実現し県民、議会の
負託に応えて頂くこ
とを期待する。

古屋まさお 県議会本会議で質問（写真）

県民の目線に立った
「議会改革」を目指すことが重要
県民の目線に立った
「議会改革」を目指すことが重要

地域を元気にする　山梨に住んでもらえる環境づくり
●仕事、子育て、教育など日本一住みよい山梨づくり

道路等の整備による地域が明るい展望が開けるまちづくり
●リニア環境未来都市に向けた整備、骨格幹線道路等道路網の整備等

安心安全な暮らしの確保、健康長寿日本一の山梨づくり
●高齢者が活躍できるまちづくり　
●住みなれた地域で暮らし続けるまちづくり

「人」「街」「元気」ってな～に？

古屋まさお県議が目指す山梨づくり
 県民、地域が元気になり『地域が主役』になるまちづくり！

人 口 減 少 対 策

健康長寿やまなし

社会資本の整備

区・自治体等地域が抱えている課題を着実に解決していく地域の課題の解決

古屋まさお の一言（あとがき）

▶市議選、市長選、県議会・補欠選、衆議院
議員選と激動の１年（H29年）が過ぎ新しい
年を迎えた。12月議会では後藤県政の「ダイ
ナミックやまなし」について質した、 ▶山梨
市は「信頼回復の元年」、新たな市政運営に期
待。市政と県政の「懸け橋」の役割を果たし
ていきます、 ▶昨年12月にパンダ「シャン
シャン」お披露目。暗いニュースが飛び交う
中で愛くるしい動きが人を笑顔にしてくれ
た。そんな「優しさを感ずる」政治を追及し
ていきます。

Ｈ30年1月  出初式  日川小水防隊「大川横結法」

NPO活動 農業体験と食育 保育園児とサツマ芋掘り 平成30年1月7日
成人式でお祝いのあいさつ

山梨市七日市場「七日子神社」秋祭り

「巨峰の丘」マラソン大会
（H29年9月）

牧丘町牧平地区秋祭り（ H29.10）
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県民・市民と県政の架け橋
地元・地域の課題等、積極的に県政に反映する


